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はじとめに

胃・十二指腸の良性疾患に対する胃切除後の残胃に

癌が発生することは多数報告されているが,残 胃に発

生した肉腫についての報告はきわめて少ない。われわ

れは,残 胃に発生した平滑筋肉腫の 1例 を経験したの

で,若 子の文献的考察を加えて報告する。

症  例

患者 :49歳,男 性.

主訴 !易疲労感.

家族歴 1父,脳 腫瘍,74歳 死亡.

既往歴 :38歳時に出血性胃潰瘍で胃切除術.

現病歴 :胃切除 (BI法 )後 , 2年 に 1度 胃透視を受

けていた。 1年 前より易疲労感があったが放置.昭 和

59年 8月 末,胃 透視を受けたところ,残 胃の異常を指

摘され,当 院内科に紹介された。当院での胃透視およ

び胃内視鏡検査の結果,残胃粘膜下腫瘍の診断を受け,

手術目的で当科に入院した。

入院時現症 :栄養・体格は中等度,貧 血・黄痘なし.

頭部 リンパ節腫大認めず.胸 部は聴打診上異常なし.

腹部は上正中線上に手術赦痕がみられるほかは異常な

し。直腸指診も異常なし.

検査成績 :尿一般,血 液所見,肝 機能ならびに電解

質に異常なし。carcinoembryonic antigen Z、Gel法

(CEA‐Z)は 2.9ng/mlと 正常範囲内であらたが,便 潜

血反応は陽性であった (表 1).
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表 1 入 院時検査成績

末精血               生 化学

RBC    439× 104/mma     TP       66g/dl

Hb       l1 0 g/di     A/6      14

H t      3 7  4 %     T B 二 1     1 0  n g / d i

WBC      7,600/mma     COT      25 mU/ml

PL      27× 104/mm3     CPr       30 mU/ml

止血検査   異 常なし         LDH     180 mU/ml

尿一般    異 常なし         ALP      89 mU/ml

便潜血       Ⅲ          Amァ 1     98U/1

HB―Ag     (― )       BUN      13 mg/dl

CEA(Z‐ 6EL)  2 9 ng/1nl     Creahnine   10 mg/dl

Na       142 mEq/1

K       38 mEq/1

Cl      107 mBq/1

図 1 残 胃透視所見,残 胃噴門部後壁よりにBorrぃ

mann l型様の隆起性病変を認める.

残 胃透視所見 :残 胃噴門部後壁 よりに Borrmann

l型様の隆起性病変を認めた (図 1).

内視鏡所見 :噴門直下後壁に結節状を呈する隆起が
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図 2 胃 内視鏡所見.噴 門直下後壁に隆起があり,表

面平滑であるが,一 部に漬瘍形成がみられる。

図 3 切 除標本.残 胃噴門後壁に80× 75× 5 0cmの

胃内腔に突出する腫瘤が認められ,頂 部には漬易形

成がみられる。

あり,表 面は平滑であるが,一 部に潰瘍形成がみられ

た(図2).生 検で悪性所見は得られなかったが,残 胃

の非上皮性悪性腫瘍の診断で,10月 3日手術を施行し

亨そこ.

手術所見 i上正中切開にて開腹,残 胃に小児手舎大

の腫瘤が触知され,肝 転移 ・腹膜播種は認められず,

残胃全摘,膵 尾・陣合併切除術および R2(胃 癌取扱い

規約による)'の リンパ節郭清を施行し,有 茎空腸間置

術にて再建した。

摘出標本肉眼的所見 :残胃噴門部後壁に8.0×75×

5.Ocmの 胃内腔に隆起する腫瘤が認められ,頂 部には

漬瘍形成がみられた。また腫瘤と口側断端,肛 門側断

端との距離はそれぞれ1.2cm,4.Ocmで あった(図3).

害J面は充実性灰自色を塁し,境 界は比較的明瞭で一部

に出血巣を認めた。直下の小弯 リンパ節転移が明らか
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図 4 切 除標本筈」面.害」面は充実性灰白色を呈し,境

界は比較的明瞭で一部に出血巣を認めた,な お▲は

小弯 リンパ節を示す.

図 5 病 理組織所見.腫 瘍細胞が錯走し,核 の異型性

と核分裂像が認められる (HE染 色,×200),

であった (図4).

病理組織学的所見 t腫瘍細胞が錯走し,核 の異型性

と核分裂像が認められ,平 滑筋肉腫と診断された (図

5)。また,郭 清した リンパ節のうち小弯 リンパ節に転

移を認めた。

術後 2年 の現在再発の兆候もなく,健 在である。

考  察

胃悪性腫瘍のうち, 胃癌以外の肉腫の占める害J合は

0.5～20%非 ωであり,胃 肉腫の中では,平滑筋肉腫は

悪性 リンパ腫についで多く,そ の206～ 43.8%分
～Dと

されて比較的頻度の高いものといえる。しかし,第 38

回胃癌研究会のアンケート調査 (1982年)のでは,残 胃

の悪性腫瘍613例の うち,癌 腫以外 の腫瘍 は 9例

(1.5%)で あった。また,残 胃に発生した肉腫に関す

る本邦での報告例は,石 川らりの集計では16例を数え
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るのみであり,そ のうち平滑筋肉腫は 3例 (18.8%)

である。

残胃に発生した平滑筋肉腫の本邦報告例り
～1'と自

験例をあわせた 8例 の所見をまとめた(表 2)。男女比

は 5i3と 男性に多く,年 齢は49歳～71歳 (平均59.8

歳)で あ り,胃 平滑筋肉腫の好発年齢に
一致してい

る分
～0101つ。発生部位については,8例 とも初回手術が

幽門側胃切除であることから,そ の残胃は胃上部～中

部であり,こ れは胃平滑筋肉腫の好発部位に相当す

るり
～01。1つ。また,残 胃の悪性 リンパ腫では吻合部また

は小弯切除線に発生したものが過半数であるのに対

しめI。,残 胃平滑筋肉腫は 8711ともそれらとは無関係

に発生している。

腫瘍の発育様式は Skandalakisl。の分類による胃内

型が 5711,胃外型 24/11,記載のないもの 1例であり,

胃外型の 2例 はいわゆる巨大平滑筋肉腫に相当
1ゆす

る。粘膜面の潰瘍形成は 5例 (62.5%)に みられ, こ

れらの症例では下血, タール便または貧血による症状

が認められている。 こ の潰瘍形成率は,胃 平滑筋肉腫

の潰瘍形成率と大差はなかった。
1の1の
.

術前診断については 3例 で Borrmann l型 または

2型 胃癌が疑われ,症 例 5は 生検により平滑筋肉腫の

診断がなされている。 自 験例では生検による確定診断

が困難であったが,大きさ・形態および生検陰性であっ

たことより肉腫と判断した。

胃平滑筋肉腫の予後について,大 井
分は 5年 生存率

44.4%,10年 生存率28.6%,Marshalllのは 5年 生存率

64.7%と 報告しているが,一 方高木
2いゃ北岡ら的よ5

年生存率80%と 予後が良好であったと述べている.残

胃平滑筋肉腫 8例 のうち,胃 腸吻合のみの 1例が術後

5カ 月で死亡し,症 例 7は術後 9カ 月で肝転移が認め

られている。自験例はリンパ節転移陽性であったが,

2年後の現在生存中である。残胃に発生した平滑筋肉

腫は胃平滑筋肉腫と同様に考えると,肝 転移, リンパ

節転移,局 所再発などがその予後を左右する因子と考

えられ,残 胃癌に準じた手術法が必要と思われる。

おわりに

残胃に発生した平滑筋肉腫の 1421を報告し,若 子の

文献的考察を加えた。

なお本論文の要旨は第137回近畿外科学会 (昭和60年4月

神戸)に おいて発表した.
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表2 残 胃に発生した平滑筋肉腫
一本邦報告例一

症例 性
輔

原 疾 患 再建法 期間 主 訴
生
位
発
部

生
式
発
様

肉眼所見 術 式 術後経過韓∞
1

６

５３
十二指腸演瘍 B― I 8 年 胃体部 胃腸吻合

5カ月

(死亡)

田中
°

(1968)

2

♀

５６
十二指腸潰瘍 14至F 下 血

部

弯

底胃

大
胃内型

ポ リープ状

中心 に陥四
残胃全摘

恩田
16

( 1 9 7 5 )

3
6

57
胃 潰 場 4 年

左上腹部
腫瘤
タール便

部

弯

体目

大
胃外型

小 児 頭 大
多房性のう腫
演 蕩 形 成

残胃全摘
9カ月

(生存)

三井
…

(1977)

4

６

６０
に 指腸潰瘍 B― I 7 年 下 血

門

壁

噴胃

前
胃内型

10×4×3c m

分 葉  状
残胃全摘

5 年3 カ月

(生存)

萩原
崎

(1979)

5

６

７５

胃 潰 蕩・

胃ポリープ
タール便

門

壁

噴胃

前
胃内型『申翔

９
粘

演
残胃全摘

口中
12

(1983)

♀

５７
十二指腸演瘍 B― コ 26年 易疲労感

部

壁

体胃

前
胃内型

4.5X5.5X3.2cm

BOrr I型

潰 瘍 形 成

残胃全描
9カ月

(生存)

松本
“

(1986)

7

♀

７‐
胃 潰 瘍 B,I 11年 上腹部痛

胃上部

前 壁
胃外型

16×11×8cm

の う胞形成
残胃全摘

11カ月

(生存,
肝転移)

内田
も

(1986)

６

４９
胃 演 蕩 B― I 11年 易疲労感

門

壁

噴胃

後
胃内型

8×7.5X5cm

粘膜下腫瘤

潰 瘍 形 成

残胃全摘
2年

(生存)
自験例
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